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論文内容要旨
 ゴヒ」量
目呆
 一般に言語表出はブローカ野でなされると考えられているが,ブローカ野の機能,局在ともに
 いまだ不明な点が多い。言語の表出は運動を通して行われる。運動については機能局在が肉眼解
 剖学的指標と関連付けやすいため,言語表出の神経基盤を理解するためには運動に近いレベルか
 らのアプローチが有用と考えられる。
方法
 言語優位半球中心前回に限局的な梗塞巣をもつ純粋失構音例3例で,構音の異常および書字の
 質的な分析を行った。
結果
 音節,音素および書字の時系列的な誤りの多発が観察された。症例1,2では主として順序の
 異常が,症例3では音節,音素の間隔の異常が顕著にみられた。
結論
 構音機能の下位機構として,音節・音素の順序や時間間隔の制御過程が存在すること,および
 その責任部位が言語優位半球の中心前回に存在することを見出した。腹側運動前野の言語過程へ
 の関与が示唆された。
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 審査結果の要旨
 一般に言語表出はブローカ野でなされると考えられているが,ブローカ野の機能,局在ともい
 まだ不明な点が多い。言語そのものについても,その下部過程には不明な点が多いが,確かなこ
 とは言語の表出は運動を通して行われることである。運動については機能局在が肉眼解剖学的指
 標と関連付けやすいため,言語表出の神経基盤を理解するためには運動に近いレベルからのアプ
 ローチが有用と考えられる。その目的の為に言語優位半球中心前回に限局的な梗塞巣をもつ純粋
 失構音例3例で,構音の異常および書字の質的な分析を行った。
 病巣の定位にはPrecentralknobsignによる方法,SFS-PrCS法の2つの方法を用いた。症
 例1・2については約5分間の文レベルの構音異常を,症例3については単語レベルの構音異常
 の分析を行った。いずれの症例でも,音節,音素および書字の時系列的な誤りの多発が観察され
 た。症例1,2では,構音の音韻的な異常のうち過半数が時系列的異常であり,それらのほとん
 どが,後に構音されるべき音節・音節が早すぎるタイミングで構音されるという,pre-positioning
 であった。症例3では構音する音節の種類により,音節・音素の間隔の異常が顕著にみられた。
 本研究では,構音機能の下位機構として,音節・音素の順序や時間間隔の制御過程が存在する
 こと,およびその責任部位が言語優位半球の中心前回に存在することを見出した。これまで失構
 音で構音の時系列処理の異常が生ずるという報告があり,また中心前回病変で失構音が生ずると
 いう報告もみられるが,中心前回と構音の時系列処理についての直接的な関連を示したのは本研
 究が初めてである。中心前回の外表面は主として運動前野で占められており,今回の3症例でみ
 られた病巣は主として尾側腹側運動前野と考えられる。また,3症例で観察された構音異常は,
 運動前野の損傷により生ずるkineticmelodyの異常としてとらえられる。解剖学的にも機能的
 にも3症例の構音の異常は運動前野の損傷に起因すると考えて矛盾がない。近年動物実験で,腹
 側運動前野にミラーニューロンの存在が証明され,この部位が系統発生学的に言語に関与すると
 提唱されている。先行研究とあわせ,本研究は腹側運動前野を,言語の運動面をつかさどる一つ
 の機能単位と考えられることを示したもので学位に値するものと考える。
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